
レベル別指標  （職場環境 編）
換気 物品消毒液 掃除（消毒場所） 昼食

レベル 0
平常

・常時換気していない場合は、1時間に2回、1回5分程度の換気が有効。
※1時間に1回10分換気するよりも、1時間に5分を2回換気したほうが換気の効果は高い。
・室内が密な場合は、常時換気する。
・2方向の窓を開けて（できるだけ対角線上に）換気する。
・2方向に窓がない場合は、換気を効率よく行うために、扇風機やサーキュレーターを活用
し、窓側に向かって回すと有効。
・換気扇がある場合は常時使用し、1か所窓を開けておく。
・夏場の対応：エアコンをつけたまま換気し、エアコンの温度を低めに設定する等調整する。
できればエアコンから離れた場所の窓を開けると節電となる。
・冬場の対応：換気をしながら暖房を使用する際は、サーキュレーターをエアコンに向けて回
すことで、室内の温度・湿度を一定に保つことができる。＜下写真参照＞
・湿度は40〜60％に保つようにし、加湿器を置く場合は部屋の中央やエアコン下に設置する
と効果的。
＜NHK特設サイト新型コロナウイルス 可視化でまるわかり！新型コロナ対策の新常識
（より効果的な換気方法とは？）
https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/special-program̲0617/参照＞

次亜塩素酸ナトリウムや法人が支
給する消毒液に従う。または、
50％以上のアルコール消毒液を使
用する。
・冬場の対応：ノロウイルス流行
時期は次亜塩素酸ナトリウムを使
用する。

共有する電話、パソコン、ドア
ノブ、公用車のハンドル等を始
業前、昼食前に消毒する。
電話は使用後にその都度消毒す
る。  ＜下写真参照＞

面接室は毎朝と使用後にその都
度消毒する。

同じ職場で昼食可。マスク
を外している時は会話を避
ける。

レベル 1
注意

同じ職場で昼食可。マスク
を外している時は会話を避
ける。

レベル ２
警戒

レベル ３
警報

レベル ４
特別警報
レベル5
警戒警報

フェイスシールドは
アルコールで消毒する。



マスク・手指消毒 勤務体制 衝立や仕切り 検温 来所相談者
サージカルマスク使用。
人の手がよく触れる場所を触ったら、手指消毒する。手指消毒するま
で、顔を触れないようにする。
＜資料１・２参照＞
・マスクの効果について
マスクにはウイルスの吸い込みを抑える働きよりも対面する人への暴
露量を減らす効果が高い（東京大学医科学研究所より新型コロナウイ
ルスを用いた実験で証明）
＜NHK特設サイト新型コロナウイルス 可視化でまるわかり！新型
コロナ対策の新常識（可視化で分かるマスクの効果）
https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/special-
program̲0617/参照＞

職場環境に応じてソーシャルディ
スタンスが保てる体制をとる。

出勤前に自宅で検温して出
社。体調が悪ければ無理に出
社しない。

来所相談者への注意事項を記載した案内文を設
置。来所相談者及び対応した職員名、日時をリ
スト化する。
＜写真11.12参照＞

職員机の正面と側面に衝立や
仕切りを設置。また、相談室
は対面にビニールシート等を
設置。
＜写真1〜10参照＞

出勤前に自宅で体温測定を行
い、体調が悪い場合は無理に
出勤しない。
体温測定の実施や回数につい
ては法人の指示に従う。

マスク着用、手指消毒、検温に協力頂く。
来所者に統一した書式に沿って症状の有
無の確認。2週間以内に37度以上の発熱や
県外への外出や県外からの訪問者と接触
されている場合は、電話での対応や後日
改めて訪問する。記録した用紙はファイ
ルに保管する。＜資料3参照＞

ソーシャルディスタンス
が保てない職場環境であ
る場合は、グループ分け、
時差出勤、テレワークの
実施。



訪問時の注意点
極力訪問時に出されるお茶などは頂かない。マスクの着用と訪問は短時間で行う。極力連
続しての訪問は行わず、やむをえず連続して訪問する際は、手指消毒をアルコールで行
い、次の訪問宅に伺う。 感染が疑われる場合は、訪問は控え、電話で対応する。状況に
よってどうしても訪問する必要がある場合は、
感染防御（ガウン・マスク・フェイスシールド又は
ゴーグル・ビニール足袋）をして訪問する。<右写真参照＞
使用したガウンを脱ぐ際には注意する。
使用した物品はビニール袋に入れて廃棄する。
<資料4参照＞

訪問前にあらかた電話での聴取を行い、訪問はできるだけ短時間で行う。
必要以外玄関先での訪問とする。

訪問はできるだけ短時間で終える。また訪問時はフェイスシールドを着用。必要
時訪問とし、電話で対応できることは電話で行う。訪問先の面談相手の体調確認
を事前に行い、統一した書式に記録し各自保管する。＜資料3参照＞



資料１ 資料３

資料2

新型コロナウイルス感染予防 訪問前後記録表 （記録後、保管ファイル綴じる） ささえりあ 

□ 訪問先、ご相談者の方への事前の説明文 
 〜ご相談者の皆様へ〜 新型コロナウイルス感染症が県内でも発生しております。当センターでは感染予防の
為、ご本人様・ご家族様の健康状態に関してお伺いしております。（以下の体調把握表にそって、お尋ねする） 現
在も含めて 2 週間以内に、37 度以上の発熱や感染症を疑う状態・状況のある場合は、電話でのご相談対応や、後日
体調が回復されてから改めてご訪問させていただく場合がございます。 

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、面談中は、マスク着用と換気のご協力をよろしくお願いいたします。 
□ 訪問先相談者（対象者・ご家族等）の方の以下体調把握 

訪問日時 令和 2 年   月   日（  ）    ：    〜    ： 
相談者氏名                      事前聴取・訪問者（        ） 
 現時点で、またはこの 2 週間以内に、以下のような症状や状況がありましたか？ 訪問時 
項目 体温 

(発熱の
有無) 

風邪症状（頭
痛・喉の痛み・
鼻水・咳・嘔
吐・等） 

強いだる
さ・匂い
や味覚の
異常 

呼吸器症状
（咳・息切れ・
息苦しさ） 

同居者の 
体調不良 

県外への外
出・県外訪問
者との接触 

マスク着
用の有無 

対象者 
ご本人 

     ℃ 
(有・無) 

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 

ご家族様
（  ） 

     ℃ 
(有・無) 

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 

（※訪問時、事前聴取と違う状態・状況であると把握した場合は、赤字で追記・訂正を行い、記録保管する。） 
 

新型コロナウイルス感染予防 訪問前後記録表 （記録後、保管ファイル綴じる） ささえりあ 

□ 訪問先、ご相談者の方への事前の説明文 
 〜ご相談者の皆様へ〜 新型コロナウイルス感染症が県内でも発生しております。当センターでは感染予防の
為、ご本人様・ご家族様の健康状態に関してお伺いしております。（以下の体調把握表にそって、お尋ねする） 現
在も含めて 2 週間以内に、37 度以上の発熱や感染症を疑う状態・状況のある場合は、電話でのご相談対応や、後日
体調が回復されてから改めてご訪問させていただく場合がございます。 

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、面談中は、マスク着用と換気のご協力をよろしくお願いいたします。 
□ 訪問先相談者（対象者・ご家族等）の方の以下体調把握 

訪問日時 令和 2 年   月   日（  ）    ：    〜    ： 
相談者氏名                      事前聴取・訪問者（        ） 
 現時点で、またはこの 2 週間以内に、以下のような症状や状況がありましたか？ 訪問時 
項目 体温 

(発熱の
有無) 

風邪症状（頭
痛・喉の痛み・
鼻水・咳・嘔
吐・等） 

強いだる
さ・匂い
や味覚の
異常 

呼吸器症状
（咳・息切れ・
息苦しさ） 

同居者の 
体調不良 

県外への外
出・県外訪問
者との接触 

マスク着
用の有無 

対象者 
ご本人 

     ℃ 
(有・無) 

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 

ご家族様
（  ） 

     ℃ 
(有・無) 

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 

（※訪問時、事前聴取と違う状態・状況であると把握した場合は、赤字で追記・訂正を行い、記録保管する。） 

本日の訪問：□実施 □中止 

本日の訪問：□実施 □中止 



写真1（北3入口案内文）        写真2（北1：事務所内）     写真3（北2：事務所内）

写真10（北5：相談対応席）    写真11（北5：入口案内文）  写真12（北4：入口案内文） 

写真4（北5：事務所内）         写真5（北1：相談対応席）   写真6（北2：相談対応席） 

 写真7（北2：相談対応場所） 写真8（北3：相談対応席）   写真9（北4：相談対応席）

資料4


